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要旨

南硫黄島の潮間帯か ら19種 の貝類を確認した。記録種の うち、ハマシイノミガイおよび

ナギサノシタタリの2種 は同島か らの初記録種であった。10年 前の調査 と比較 して、潮間

帯貝類相に大きな変化は見 られなかった。

キーワー ド

軟体動物、優占種、飛沫転石帯、火 山列島、小笠原諸島

1.は じめに

南硫黄島の潮間帯に生息する軟体動物の調査例は限られるが、これまでに西村(1988)が

17種(死 殻含めると18種)、 佐々木 ・堀越(2008)が19種 を記録 している。南硫黄島の潮

間帯は島の全周にわた り波当た りが強く、所々に崩落した大岩が点在する玉石海岸 となって

お り、環境の多様 性は低い。記録種は上記環境を生息条件 とする種で占められてお り、小笠

原群島の父島でみ られるような内湾種を欠いている。本調査では、南硫黄島の潮間帯貝類相

を再調査 し、過去の記録と比較 した。また、同島の潮間帯貝類相の特徴 を記録するため、半

定量調査により優占種の把握を行った。

2.材 料 と方法

調査は南硫黄島南岸に位置するアカテツパラダイス、海岸べ一スキャンプ前および登禁

口前の3地 点において行った(図1)。 各地点では、潮間帯から飛沫帯にかけて生息する軟
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体動物を記録 した。調査対象は生貝とし、死殻は結果に含めなかった。また、各種のおよ

その生息密度を把握するため、半定量調査を実施 した。半定量的調査は、調査者2名 が30

分間に確認 した各種の個体数(個 体数/h)を0個 体、1～9個 体、10～99個 体、100個 体以

上の4階 級に分けて記録 した。調査地点の景観 と代表的な軟体動物の生息景観を図2に 示

した。

3.結 果 と考察

3-1.確 認種の変化

本調査では19種 の軟体動物の生息を確認した。各地点の記録種数の内訳は、アカテツパ

ラダイス前の調査地点が15種 、海岸BC前 の調査地点がll種 、登禁 口前の調査地点が10種

であった(表1、 図3)。

記録種の うち、ハマシイノミガイMelamρwsnzaxeαstanewsと ナギサノシタタリMicrotaralia

albaは 南硫黄島か ら初めて記録された。和田(2017)は 、2016年 の南硫黄島学術調査の事前

調査において、アカテツパ ラダイス近 くの飛沫転石帯か らブタハマチグサPaludinellacf.

corpulentaを同島から初めて記録 したが、本調査においても確認する事ができた。これ ら3種

は潮間帯上部か ら飛沫帯に位置する転石(玉 石)を30cmほ ど掘 り返した転石間や、転石 と

下層にある砂礫 との接点において確認された。過去の調査では、この様なハ ビタットをカバ

ーできていなかったため、発見に至らなかったと考えられる。

過去に記録があ り、本調査において確認 されなかった種は、 ミミガイ科のヒラアナゴウ、

アマオブネ科の リュウキュウアマガイ、タカラガイ科のハナマルユキ、アッキガイ科のヒロ

クチイガ レイシ、ムラサキイガレイシ、テツレイシおよび レイシダマシ、マダコ科のアナダ

コの8種 であった(表2)。 これ らの種は、主に潮間帯下部に生息する種 と、同島の潮間帯に

おいて多産せず発見頻度が低い種に含 められる。前者にはヒラアナゴウ、ハナマルユキ、ア

ッキガイ科各種、後者にはリュウキュウアマガイおよびアナダコが該当する。これ らの種群

は、今後の潮間帯調査においても、発見記録はば らつきが生 じるものと予想される。したが

って、これ らの未確認種が、過去の調査 と本調査問に、南硫黄島の潮間帯貝類群集が大きな

撹乱を受けた事を示すものではないと考えられる。

3-2.優 占種の比較

本調査において、100個 体以上/hを 記録 した種は、ヨメガカサ科のシワガサ、ユキノカ

サガイ科のオガサワラアオガイ、ニシキウズガイ科のオオクロヅケ、サザエ科のマルサザエ、

ゴマフニナ科のヨコスジタマキビモ ドキ、クロタマキビモ ドキ、タマキビガイ科のコウダカ

タマキビ、イボタマキビ、オガサワラタマキビの9種 であった。これらは南硫黄島潮間帯の

優占種とみなす事ができる。佐々木ほか(2014)は 、小笠原群島の兄島および父島の潮間帯

において、本調査 と同様の手法によって潮間帯貝類の半定量調査を実施 している。同調査結

果 と本調査結果を表3に 示 した。小笠原群島兄島および父島において、100個 体以上/hを
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記録 した優占種は、ニシキウズガイ科のクサイ ロイシダタミ、オオクロヅケ、アマオブネガ

イ科のキバアマガイ、アマオブネガイ、ゴマフニナ科の ヨコスジタマキビモ ドキ、タマキビ

ガイ科のコウダカタマキビ、イボタマキビ、オガサワラタマキビ、カラマツガイ科のクロカ

ラマツガイの9種 である。

小笠原群島および南硫黄島の潮間帯貝類の優 占種の うち、小笠原群島と南硫黄島に共通す

る種はオオクロヅケ、ヨコスジタマキビモ ドキ、コウダカタマキビ、イボタマキビ、オガサ

ワラタマキビの5種 であった。この5種 は、小笠原群島と火山列島を含む小笠原諸島を代表

する優占種 といえる。

小笠原群島においてのみ優 占したのがクサイロイシダタミ、キバアマガイ、アマオブネガ

イ、クロカラマツガイの4種 であった。この4種 のうち、火山列島から記録の無い種はクサ

イロイシダタミおよびアマオブネガイの2種 である。日本周辺海域に産するイシダタミ種群

は、近年分子系統解析が行われ、クサイロイシダタミは他のクレー ドから独立した小笠原固

有の系統である事が示された(Yamazakietal.,2017)。 したがって、本種の分布域は火山列島

に及ばず、小笠原群島の固有種である事が改めて示 されたといえる。一方、アマオブネガイ

の分布域は、土屋(2017)は 房総半島、山口県北部以南 としてお り、国内に広く分布する種

である。しかし、これまで火山列島か らは記録が無 く、本調査においても確認されなかった

事は興味深い。本種の分布が生物地理学的に分布範囲か ら外れているのか、生息環境が無い

のか、あるいは調査努力量不足によるのか、今後詳細な調査が求められ る。

南硫黄島においてのみ優 占したのがシワガサ、オガサワラアオガイ、マルサザエ、クロタ

マキビモ ドキの4種 であった。これらの種は波当た りの強い岩礁や転石海岸に多産する種で

あるため、同環境が島周縁に広がる南硫黄島において繁栄する、火山列島の潮間帯貝類相を

代表する優占種といえる。
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SUMMARY

Marine molluscs from the intertidal zone of Minami-Iwo-To Island 

 Tetsuro SASAKI1*, TetsuyaYAMADA2, Akitsugu MUKAII, 

Sora HORIKOSHII, Yosuke AMEDAI & Takumi SEKIGUCHI2

1. Institute of Boninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-2101, Japan. 

2. Diving Service KAIZIN, Okumura, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-2101, Japan. 
* t-sasaki@ogasawara.or jp (author for correspondence)

    Nineteen species of molluscs were found in the intertidal zone of Minami Iwo-To Island. Two 

species, Melampus nuxeastaneus and Microtralia acteocinoides, were recorded for the first time from 

this island. Compared to the survey conducted in 2007, there was no significant change in the intertidal 

molluscan fauna.

Key words 

Dominant species, Kazan Island Group, Mollusca, Ogasawara Islands, Splash zone.
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表1.南 硫黄島の潮間帯において確認された貝類

*;小 笠原諸島および小笠原周辺海域固有の可能性がある腹足類,†;南 硫黄島初記録種.

調査地点:AP;ア カ テツパ ラダイス,BC;海 岸 べ一ス キャンプ,TG;登 禁 口.

Table1.Taxonomichstofma血emoUuscsinthissurvey

*,MolluscspossiblyendemictotheOgasawalaanda(ljacentislands;†,NewtoMinami-Iwo一TbIsland.

Class/Order/Family/Species
AP

調査地点

BC TG

ClassGastr。p。da腹 足 綱

OrderPatellogastr。p。daカ サ ガ イ 目

FamilyNacellidaeヨ メガ カ サ 科

*Ce/lanaenneagona(Reeve,1854)シ ワガ サ ● ● ●

FamilyLottiidaeユ キノカサガイ科

*Nippon∂cm∂e∂boninensis(Asakura&Nishihama,1987)オ ガ サ ワ ラア オ ガ イ ● ● ●

FamilyTrochidaeニ シキウズ ガイ科

*Monodont∂perptex∂boninensisAsakura&Nishimura,1987オ オ ク ロヅ ケ ● ● ●

FamilyTurbinidaeサ ザ エ科

Turbo(Marm∂ros亡om∂)setosusGmelin,1791マ ル サ ザ エ ● ● ●

OrderNeritimorphaア マオブネガイ 目

FamilyNeritidaeア マオブネガ イ科

Nerit∂(Ritena)ρ 〃c∂taLinnaeus,1758キ バ ア マ ガ イ ●

OrderCaenogastropoda新 生 腹 足 目

FamilyPlanaxidaeゴ マ フニ ナ 科

Hineafasciata(Pease,1868)ヨ コス ジ タマ キ ビモ ドキ ●

Supp/an∂xisnigrer(Quoy&Gaimard,1834)ク ロタマ キ ビモ ドキ ● ● ●

FamilyLittorinidaeタ マ キ ビ ガ イ科

Li亡toraria(Li亡toraria)pint∂do(Wood,1828)コ ウ ダ カタ マキ ビ ● ●

Nodi7ittorin∂ 亡rochoides(Gray,1839)イ ボ タマ キ ビ ● ● ●

Echinoti亡 亡orin∂cinerea(Pease,1869)オ ガ サ ワ ラタマ キ ビ ● ● ●

FamilyAssimineidaeカ ワザ ンショウガイ科

ρ∂ノudinel/acf.corpu/en亡 ∂(BenthemJutting,1963)ブ タハ マ チ グ サ ●

FamilyCypraeidaeタ カラガ イ科

Cyprae∂(M∂uritia)m∂uri亡ian∂Linnaeus,1758ハ チ ジ ョウ ダ カラ ●

FamilyMuricidaeア ッキガイ科

Drupasp.シ ロイガ レイシ ●

Purpurapersic∂(Linnaeus,1758)ホ ソ ス ジ テツ ボ ラ ●

USi7/a∂ven∂ce∂(Lessonm1842)シ イ ノミレイ シ ●

OrderEuopisthobranchia真 後 鯉 目

FamilySmaragdinellidaeミ ドリガ イ科

Smaragdine/lac∂/ycu/ata(Broderip&Sowerby,1829)ミ ドリガ イ ●

OrderPanpulmonata汎 有 肺 目

FamilySiphonariidaeカ ラマ ツ ガ イ科

*Siphonaria(Mes亡osiphon)sub∂ 亡rapilsbry,1904ク ロカラ マ ツガ イ ● ●

FamilyEllobiidaeオ カミミガイ科

†Me/amPusnuxeastaneusKuroda,1949ハ マ シ イノミガ イ ● ●

†Micro亡aratiaatb∂(Gassies,1865)ナ ギ サ ノシ タタリ ●

種数 15 11 10
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表2.過 去の確認記録 との比較

Table2.ComparisonWithpastsurveyrecordonMinami-Iwo-ToIsland.

Class/Order/Family/Species 西村(1988)佐 々木 ・堀 越(2008)本 調査

ClassGastropoda腹 足 綱

OrderPatellogastrop。daカ サ ガ イ 目

FamilyNacellidaeヨ メガ カサ 科

* Oellanaenneag()n∂(Reeve,1854)シ ワ ガサ ●※1

FamilyLottiidaeユ キ ノカサ ガ イ科

* Nipρonacmae∂boninensis(Asakura&Nishihama,1987)オ ガ サ ワラア オガ イ ●※2

FamilyTrochidaeニ シ キ ウ ズ ガ イ科

* MonodontaperptexaboninensisAsakura&Nishimura,1987オ オ ク ロヅ ケ

FamilyHaliotidaeミ ミガ イ科

Haliotisplan∂ 亡a(Sowerby,1833)ヒ ラア ナ ゴ ウ

FamilyTurbinidaeサ ザ エ 科

Turb・(Marηar・st・m∂)set・susGmelin,1791マ ル サ ザ エ

OrderNeritimorphaア マ オ ブネ ガ イ 目

FamilyNeritidaeア マオ ブ ネ ガイ科

Nerita(Ritena)ρlicataLinnaeus,1758キ バ ア マガ イ

Nerit∂(Amρhinerit∂)insculptaR6cluz,1842リ ュウ キ ュウ ア マガ イ

OrderCaenogastropoda新 生 腹 足 目

FamilyPlanaxidaeゴ マ フニナ 科

Hine∂ 勉so'∂ta(Pease,1868)ヨ コスジ タマキ ビモ ドキ

Supplan∂xisnigrer(Quoy&Gaimard,1834)ク ロタマキ ビモ ドキ

FamilyLittorinidaeタ マ キ ビガ イ科

Littoraria(Littoraria)pintado(Wood,1828)コ ウ ダカタマ キ ビ

Nodilittorin∂trochoides(Gray,1839)イ ボ タマキ ビ

Echinolittorinacinerea(Pease,1869)オ ガ サ ワ ラタマキ ビ

FamilyAssimineidaeカ ワ ザ ンシ ョウガ イ科

P∂ludine/lacf.corpu/ent∂(BenthemJutting,1963)ブ タハ マチ グ サ

FamilyCypraeidaeタ カラガ イ科

Cypraea(Mauritia)m∂uritian∂Linnaeus,1758ハ チ ジョウ ダ カラ

Monet∂riac∂PutserPentis(Linnaeus,1758)ハ ナ マ ル ユ キ

FamilyMuricidaeア ッキ ガ イ科

Drupaclathrata(Lamarck,1816)ヒ ロクチ イガ レイシ

DrupamorummorumRdding,1798ム ラサ キイ ガ レイシ

0欄 ρasp,シ ロイガレイシ

purpurapersica(Linnaeus,1758)ホ ソス ジテ ツボ ラ

Thalessavirgat∂(Dillwyn,1817)テ ツ レイシ

Tenguellagranulata(Duclos,1832)レ イシダ マ シ

Usillaavenacea(Lessonm1842)シ イノミレイシ

OrderEuopisthobranchia真 後 鯉 目

FamilySmaragdinellidaeミ ドリガ イ科

Smaragdinellacalyculata(Broderip&Sowerby,1829)ミ ドリガ イ

OrderPanpulmonata汎 有 肺 目

FamilySiphonariidaeカ ラマツ ガイ科

* Siphon∂ria(Mestosiphon)subatraPilsbry,1904ク ロカラマ ツガ イ

FamilyEllobiidaeオ カミミガイ科

† Melampusnuxe∂st∂neusKuroda,1949ハ マ シイノミガ イ

† Microtaraliaalba(Gassies,1865)ナ ギ サ ノシタタリ

ClassCephalopoda頭 足 綱

OrderOctopoda八 腕 形 目

FamilyOctopodidaeマ ダ コ科

Octopusoliveri(Berry,1914)ア ナ ダ コ

種数 17 19 19
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表3.潮 間 帯 に お け る 腹 足 類 の 半 定 量 調 査 結 果

*;小 笠 原 諸 島 お よ び 小 笠 原 周 辺 海 域 固 有 の 可 能 性 が あ る腹 足 類 表 中 の 数 値 は2人 ×30分

間 あ た り の 発 見 個 体 数:+,1～10個 体;10<,ll～100個 体;100<,101個 体 以 上.調 査 地

点:AP;ア カ テ ツ パ ラ ダ イ ス,BC;海 岸 ベ ー ス キ ャ ン フ.,TG;登 禁 口,UG;ウ グ イ ス 浜,

TA;滝 之 浦,MS;万 作 浜,KY;清 瀬 川,SH;製 氷 海 岸;SKl,境 浦 北,SK2,境 浦 南,BT;

ブ タ 海 岸.父 島 列 島 の 調 査 デ ー タ は 佐 々 木 ら(2014)を 改 変.

Table3.Theresultsofsemi-quantitativesurveyofgastropodinintenida1,supratidalzoneontheMinami-

Iwo一TbIslandandChich勾 ㎞aIslandGroup.

*,MolluscspossiblyendemictotheOgasawaraandadjacentislandS.Numberofindividualscounted

perhour:十,1～10;10<,11～100,100<,morethanlOO.Surveysites:AP,AkatetSu-Paradise;BC,

KaiganBaseCamp;TG,丁bhamguhi,UG,Uguisuhama;TA.,Takinoura;MS,Mansakuhama;KY,

Kiyosegawa;SH,Seihyokaigan;SKl,Sakaiura-Kta;SK2,Sakaiura-Minami;BT,Butakaigan.Survey

dataofChich恥naIslandGroupmod愉edSasakietal.(2014).
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Class/Order/Family/Species
KazanIslandGroup ChiGhiiimaIslandGroup

Minami-lwo-Tolsland AnUimalsland Chich口imaIsland

AplBclTG UGlTAlMS KYlSHlSKIlSK21BT
ClassGastropoda腹 足綱

OrderPatellogastropodaカ サ ガイ 目

FamilyNacellidaeヨ メガ カサ 科

*

*

Cettan∂enne∂ona(Reeve,1854)シ ワ ガサ 100く 十 100く 10く 10< 10く 10< 10く 十 十
Cθltanemaz∂ 亡1∂ndiea(Sowerby,1839)カ サ ガ イ 10〈 10く 10〈 十 10<

FamilyLottiidaeユ キ ノカサ ガ イ科

*Niρ ρonacmeθaboninensis(Asakura&Nishihama,1987>オ ガサ ワラア オガ イ 100く 10〈 100〈 十 10〈 10〈 十 十 十 十
FamilyTrochidaeニ シ キ ウズ ガイ 科

Divomasuavis(Philippi,1849)イ ロ ワケ クロヅ ケ 10〈 10く

*

*

Mono(fontaaff.austraiisLamarck,1811ク サ イ ロイシ ダタミ 10く 100〈 10〈 十 100〈 100く 100〈 100〈

Monodont∂ ρerp/exaboninensisAsakura&Nishimura,1987オ オ クロヅ ケ 100く 100く 100く 10く 10< 10く 100< 10く

FamilyTurbinidaeサ ザ エ 科

*Luneftao∂sawaranaNakano,Takahashi&Ozawa,2007オ ガ サ ワラス ガ イ 10< 十
Tutho(Marmerostome)setosusGmelin,1791マ ル サ ザ エ 100〈 100< 100〈 十

OrderNeritimorphaア マオ ブネ ガ イ 目

FamilyNeritidaeア マオ ブネ ガ イ科

Neri亡∂(Argonθrita)oceJlataLeGuillou、1841オ オ ア マガ イ 十 十

Nerita(Heminerita)incerataPhilippi,1844エ ナ メルア マガ イ 十
Nerita(Heminerita)insouJptaRecluz,1842リ ュウ キ ュウ アマ ガ イ 十 10く 10〈

Nerita(Linnerita)ρolitaLinnaeus,1758ニ シキ アマ オ ブネ 十 十 十 十
Nerita(Ritena)lic∂ 亡∂Limmaeus,1758キ バ ア マガ イ 十 10く 10< 10く 10< 100く 100く 10く

Nerit∂(Thθliostyta)∂lbicitlaLinnaeus,1758ア マ オブ ネ ガイ 10〈 10く 100〈 100〈

OrderGaenogastropoda新 生腹 足 目

FamilyPlanaxidaeゴ マ フニナ 科

Hinθefasciate(Pease,1868>ヨ コスジ タマキ ビ モドキ 100く 100〈 100〈 100〈 100く 100〈

SupρJanaxisnigrer(Quoy&Gaimard,1834)ク ロタ マキ ビモ ドキ 100く 100〈 100〈 10く 10〈 十
FamilyLittorinidaeタ マキ ビガ イ科

L,虻o旧〃∂(Littor∂ria)ρint∂do(Wood,1828)コ ウダ カタマ キ ビ 100く 100く 10く 100< 100く 10< 100く 十
L'虻o旧〃∂(Littor∂ria)undufata(Gray,1839)ホ ソス ジウ ズ ラタマ キ ビ 10く 十
L'虻o旧〃∂(Littorarinosis)'η 亡θ〃ηθψ∂(Philii,1846)ヒ メウ ズラ タマキ ビ 10く 10く

Littorarie(Littorerinρosis)scabra(Linnaeus、1758)ウ ズ ラタマキ ビ 十 10〈

配o(醗 亡or'η∂trochoides(Gray、1839)イ ボ タマ キ ビ 100〈 100< 100〈 100〈 100く 100〈 100く 100〈 100< 100〈

EchinoJi亡torinecinθrθa(Pease,1869)オ ガ サ ワ ラタマキ ビ 100く 100〈 100〈 100く 100〈 100〈 10〈 100〈 100〈

FamilyAssimineidaeカ ワザ ン ショウガ イ科

Angustassimihθasp.ク リイロカ ワ ザン ショウ 属 の1種 十 十 10〈

Ditropisenasp.カ ドカ ドガ イ属 の1種 十 十
P∂ludinelfacfcorpu/en亡 ∂(Ben亡hemJu亡 亡加&196の ブタハマチグサ 十

FamilTruncatellidaeク ビキ レガ イ科

TruncatθltauerlntlA.&J.B.Villa、1841ク ビキ レ ガイ 10〈

FamilyVermetidaeム カデ ガイ 科

Dendroρomemaximum(Sowerby,1825>フ タモ チヘ ビガ イ 10〈

Vermetidaegen.etsp.ム カ デ ガイ科 の1種 十
FamilyCypraeidaeタ カ ラガ イ科

Cypraea(Mauritia)mauritianaLinnaeus,1758ハ チ ジョウダ カラ 十 十
FamilyEpit。niidaeイ トカケ ガイ 科

Gyrosc∂fa(Pomiscata)lan7elfosa(Lamarck,1822)ネ ジガ イ 十
FamilyMuricidaeア ッキ ガ イ科

Dru∂s.シ ロイ ガレ イシ 十 十 10〈 十 十
Meneinetlaintermθdi,∂(Kiener、1936)コ イボ テツ レイシ 10〈 10<

Mor"Jegran"Jate(Duclos,1924)レ イシダ マ シ 10〈 十 十 10〈 十
Purpαraρ θrsice(Linnaeus,1758>ホ ソス ジテ ツボ ラ 10く 十 十
Thais(Stramonita)savlgnyi(Deshayes,1844)テ ツ レイシ 10く 10〈 10〈 10〈 10く 10〈

USiViaavenacea(Lessonm1842)シ イノミレイシ 十 十
FamilyC。lumbelllidaeフ トコ ロガイ 科

■afra(ZafUra)un7ifa(Dunker,1860)ノ ミニ ナ 10く

FamilyBuccinidaeエ ゾバ イ科

Cantharus(ρo〃ie)undos∂(Linnaeus、1758)ス ジ グロ ホラダ マ シ 十
FamilyGonidaeイ モガ イ科

Conus(Punc亡icuiαs)ρuliceriusHwassinBruguiere,1792ゴ マフ イモ 十
Conus(Rhizoconus)rattusHwassinBrugui6re,1792ハ イイ ロミナ シ 十
Conus(脈 》σoη〃5)ebraeusLinnaeus,1758マ ダ ライ モ 十

OrderNudipleura裸 側 目

Familpleur。branchidaeカ メノコブ シエ ラガ イ科

PleurobrenehuseronJCu>ier,1804カ メノコフシ エラガ イ 十
OrderEuopisth。branchia真 後 鯛 目

FamilySmaradinellidaeミ ドリガイ 科

SmaragdinθiJecelyculete(Broderip&Sowerby、1829)ミ ドリガイ 10〈 十 10〈 十 十
OrderPanpulmonata汎 有 肺 目

FamilySiphonariidaeカ ラマ ツガ イ科

*Sibhonaria(Mestosibhon)suba亡raPilsbry,1904ク ロカ ラマツ ガ イ 10く 10〈 10く 100〈 10〈 十 100〈 100く 10〈 100〈

FamilyEll。biidaeオ カミミガイ 科

Metamus(Pifa)fiavus(Gmelim,1791)ツ ヤ ハ マシ イノミガイ 十
Metamusnuxe∂stenθusKuroda,1949ハ マ シイ ノミガ イ 十 十 10〈 十
Micr()teralieelbe(Gassies,1865)ナ ギ サ ノシタタ リ 十 十

全種数

100個 体以上の種数(100〈)

11～100個 体の種数(10<)

10個 体以下の種数(+)

5

0
り

2

4

1 11

5

1

5

0

8

2

0

1 5

2

0

3

1

1

5

6

7

2

1 29

4

15

10

ρ
0

0

1

5

6

5

7

4

1 26

7

8

11

6

4

6

6

1 20

6

4

10
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図1.潮 間 帯 貝 類 調 査 地 点

AP,ア カ テ ツ パ ラ ダ イ ス 前;BC,海 岸 べ 一 ス キ ャ ン プ 前;TG,登 禁 口前

Figure1.Mapshowinglocalitiesinthissurvey.

AP,Akatetsu-Paradise;BC,KaiganBaseCamp;TG,][bhanguchi
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図2.調 査環境お よび優 占種 の生息環境

A:ア カテツパ ラダイス周辺 の潮 間帯.お びただ しい数の クロタマキ ビモ ドキが飼旬 してい

た;B:ア カ テ ツパ ラダイ ス周辺 の潮 間帯下部 において優 占す るマルサザエ;C:登 禁 口前 の潮

間帯景観;D:海 岸BC前 の潮 間帯お よび飛沫 帯;E:潮 間帯 の岩礁上 に多産す るオガサ ワラア

オガイ;F;潮 間帯 の岩礁上 に多産す るシワガサ.

Figure2.PictUresofsurveysitesandhabhatsofdominantspecies.

A:lhtertidalzoneofAP,SupplanαxisnigTerdominates;B:lhtertidalzoneofAP,Turbo

(Mamzarostoma)setosusdominates;C:]lntertidalzoneofTG;D:]lntertidalandsupratidalzoneofBC;

E:AhabitatofNiponacmaeaboninenstS;F:AhabitatofCellanaenneagona.
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A:シ ワ ガ サ(CIBML-P20180009);B:オ ガ サ ワ ラ ア オ ガ イ(CBML-P20180006);C:オ オ ク ロ ヅ

ケ(CBML-P20180008);D:ク ロ タ マ キ ビ モ ドキ(CIBML-P20180012);E:コ ウ ダ カ タ マ キ ビ

(CBML-P20180007);F:オ ガ サ ワ ラ タ マ キ(CBML-P20180018);G:ブ タ ハ マ チ グ サ(C]BML-

P20180015);H:ハ マ シ イ ノ ミ ガ イ(CBML-P20180013);1:ナ ギ サ ノ シ タ タ リMicrotaraliaalba

(CBML-P20180016).

Figure3.Notablema血emolluscsoccurredinthissurvey.

A:Cellanaenneagona(C】BML-P20180009);B:NiponacmaeaboninenstS(CBML-P20180006);C:

M()nodontaperplexaboninensis(CIBML-P20180008);D:SupplanαxtSnigrer(CIBML-P20180012);

E:Littoran'a(Littoraria) 、ρintado(CBML-P20180007);F:Echinolittorinacinerea(CBML-

P20180018);G:Paludinellacf.corpulenta(CIBML-P20180015);H:Melamρusntoceαstan(…us

(CBML-P20180013);1:Microtaraliaalba(CBML-P20180016).
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